
2000
No.129

おもしろ天文学：20世紀の天文・宇宙10大ニュース
新・星めぐりのうた：命の恩人は座標の原点

シリーズ：太陽の素顔 A Face of the Sun 赤いカーテン（その１）
おすすめ特産品：生芋こんにゃく・上月町

人
類
月
に
立
つ
。
20
世
紀
最

大
の
出
来
事
の
一
つ
。
69
年
７

月
20
日
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ

11
号
は「
静
か
の
海
」に
着
陸
し

た
。
写
真
は
月
面
に
立
つ
バ
ズ
・

オ
ル
ド
リ
ン
飛
行
士
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
は
撮
影
し
て
い
る
ニ
ー
ル
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
と
月
着
陸
船

が
写
っ
て
い
る
。
N
A
S
A
提
供
。

20
世
紀
最
後
の
宇
宙
N
O
W

を
お
届
け
し
ま
す
。

20
世
紀
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
進
歩
に

よ
る
天
文
学
と
宇
宙
開
発
に
よ

り
、
人
間
の
宇
宙
感
が
大
き
く

変
容
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
た
ち
が

知
っ
た
こ
と
は
、「
地
球
と
そ
こ
に
住
む

人
間
は
小
さ
く
、
そ
れ
ゆ
え
か
け
が
い

の
な
い
存
在
で
あ
る
」、
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　

し
か
し
、
同
じ
20
世
紀
中
に
、
そ
れ

ま
で
に
な
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た

大
き
な
戦
争
で
、
多
く
の
命
が
奪
わ
れ

た
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。来

る
べ
き
21
世
紀
。
皆
様
に
と
っ

て
、
そ
し
て
全
地
球
に
と
っ
て
良
き
時

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。(

鳴
沢
真
也)
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20
世
紀
の
天
文
・
宇
宙

10
大
ニ
ュ
ー
ス

鳴
沢
真
也

い
よ
い
よ
20
世
紀
も
終
わ
り
で
す
ね
。

20
世
紀
に
お
け
る
天
文
・
宇
宙
の
大
事

件
。
他
の
研
究
員
の
意
見
を
参
考
に
、
私

の
独
断
と
偏
見
で
選
ん
で
み
ま
し
た
。

（
お
お
ま
か
な
年
代
順
で
す
）

相
対
性
理
論
の
確
立

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
特
殊
相
対
性
理

論
（
05
年
）、
一
般
相
対
性
理
論
（
15
年
）

を
発
表
。
エ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
皆
既
日
食
中

の
恒
星
か
ら
の
光
の
進
み
方
を
観
測
し

て
、
実
証
（
19
年
）。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

予
想
と
候
補
天
体
の
発
見
。
重
力
レ
ン
ズ

の
発
見
（
79
年
）。

相対性理論のアインシュタイン

フ
ー
カ
ー
望
遠
鏡
の
大
活
躍

フ
ー
カ
ー
望
遠
鏡
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天

文
台
の
2.

5
m
望
遠
鏡
）の
建
設（
17
年
）。

マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
と
ピ
ー
ズ
が
恒
星
（
ベ
テ

ル
ギ
ウ
ス
）の
直
径
を
測
定（
20
年
）。ハ
ッ

ブ
ル
が
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
は
銀
河
系
の

外
に
あ
る
こ
と
を
決
定
（
23
年
）。
ハ
ッ

ブ
ル
が
銀
河
の
距
離
と
後
退
速
度
の
比

例
関
係
を
発
見 

（
29
年)

。
バ
ー
デ
が
恒

星
に
は
２
種
類
あ
る
こ
と
（
種
族
）
を
発

見
、
宇
宙
の
大
き
さ
が
そ
れ
ま
で
の
認

識
よ
り
２
倍
に
広
が
る
（
44
年
）。
バ
ブ

コ
ッ
ク
が
恒
星
の
磁
場
を
発
見
（
46

年
）。
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
新
星
は
近
接
連
星

で
あ
る
こ
と
を
発
見
（
56
年
）。

銀
河
宇
宙
の
発
見

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
は
、
銀
河
系
の

外
に
あ
る
別
の
銀
河
だ
と
い
う
カ
ー

テ
ィ
ス
と
、
銀
河
系
内
の
星
雲
だ
と
す

る
シ
ャ
プ
レ
ー
の
大
論
争
（
20
年
）。

ハ
ッ
ブ
ル
が
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
は
銀

河
系
の
外
に
あ
る
こ
と
を
決
定
（
23

年
）。
銀
河
系
の
外
に
も
宇
宙
は
広
が
っ

て
い
た
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
宇
宙
論
の
確
立

ハ
ッ
ブ
ル
が
銀
河
の
距
離
と
後
退
速

度
の
比
例
関
係
を
発
見  (

29
年)

。
ガ
モ

フ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論（
46
年
）  

。ペ
ン

ジ
ャ
ス
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
宇
宙
の
背
景
放

射
を
発
見
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
実
証
（
65

年
）。恒

星
天
文
学
の
発
展

ベ
ー
テ
と
ワ
イ
ゼ
ッ
ガ
ー
が
恒
星
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
は
原
子
核
反
応
に
よ
る
と
説

明（
37
年
）。恒
星
の
内
部
構
造
、H
R
図
、

進
化
の
説
明
。
白
色
わ
い
星
、
中
性
子
星
、

パ
ル
サ
ー
の
予
言
と
発
見
な
ど
。

宇宙膨張などの発見で大活躍したフーカー望遠鏡
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宇
宙
時
代
は
じ
ま
る

ソ
ビ
エ
ト
が
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト

ニ
ク
を
打
ち
上
げ
（
57
年
）。
ソ
ビ
エ
ト
の

ガ
ガ
ー
リ
ン
が
初
の
友
人
宇
宙
飛
行
。

「
地
球
は
青
か
っ
た
」（
62
年
）。
ア
メ
リ
カ

の
ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類
の
初
の
月
着
陸

（
69
年
）。「
一
人
の
人
間
に
と
っ
て
は
小

さ
な
一
歩
だ
が
、
人
類
に
と
っ
て
は
大
き

な
躍
進
だ
」（
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船

長
）。（
表
紙
）。
惑
星
探
査
機
（
特
に
ボ
イ

ジ
ャ
ー
）
や
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
な
ど

の
活
躍
。

 

泡
状
構
造
の
発
見

ゲ
ラ
ー
や
ハ
ク
ラ
ら
が
銀
河
は
泡
状
に

分
布
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
（
86
年
）。
C

O
B
E
に
よ
る
宇
宙
背
景
放
射
の
ゆ
ら
ぎ

の
発
見
（
92
年
）。

太
陽
系
外
惑
星
の
発
見

ペ
ガ
ス
ス
座
51
番
星
に
惑
星
が
発
見
さ

れ
る(

95
年)

。
現
在
ま
で
に
約
50
個
の
恒

星
に
惑
星
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

観
測
技
術
の
向
上

各
種
電
磁
波
（
ガ
ン
マ
線
、
Ｘ
線
、
紫

外
線
、
赤
外
線
、
電
波
）
に
よ
る
天
文
観

測
。「
す
ば
る
」
や
ケ
ッ
ク
な
ど
の
巨
大
望

宇宙背景放射を発見したペンジャスと
ウィルソン。背景は使用したアンテナ。

宇宙膨張を発見したハッブル

最初の宇宙飛行士ガガーリン

遠
鏡
の
建
設
。
電
子
工
学
を
用

い
た
観
測
機
器
（
特
に
Ｃ
Ｃ

Ｄ
）。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

大
量
の
情
報
処
理
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
交
換
。

西
は
り
ま
天
文
台
オ
ー

プ
ン天

文
の
普
及
教
育
の
た
め
の

公
開
天
文
台
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

な
る
！
（
90
年
）

（
大
予
想
! 

21
世
紀
の
宇
宙
10
大

ニ
ュ
ー
ス
）

で
は
、
今
後
の
１
０
０
年
間
で
、
人
類

は
ど
こ
ま
で
進
歩
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
夢
大
き
く
大
予
想
で
す
。

★
γ
線
バ
ー
ス
ト
源
の
解
明
。
西
は
り
ま

天
文
台
２
ｍ
望
遠
鏡
に
て(

05
年)

。

★
国
際
夜
間
照
明
禁
止
条
約 

。 

光
害
問
題

撲
滅(

10
年)
。

★
人
工
流
星
群
観
察
ブ
ー
ム(

25
年)

。

★
森
本
干
渉
計
完
成 
。太
陽
系
全
惑
星
に

ア
ン
テ
ナ
設
置(

50
年)

。

★
食
連
星
ア
ル
ゴ
ル
の
両
星
の
分
離
撮
影

に
成
功
。
西
は
り
ま
天
文
台
月
面
支
所
の

10
km
光
学
干
渉
計
に
て(

60
年)

。

★
火
星
の
地
球
化
成
功
、
入
植
開
始(

70

年)

。
★
太
陽
系
全
惑
星
に
人
類
到
達(

80
年)

。

★
初
の
恒
星
間
有
人
飛
行
成
功
。
国
際
航

空
宇
宙
局(

90
年)

。

★
宇
宙
人
発
見
！ 

国
際
電
波
天
文
台
冥
王

星
観
測
所(

99
年)

。

★
黒
田
台
長
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
。
世
界

各
国
に
公
開
天
文
台
設
置
。
天
文
の
教
育

普
及
に
尽
力
、
世
界
平
和
を
も
た
ら
す(

20

年)

。さ
て
、
ど
こ
ま
で
実
現
す
る
か
？

(

な
る
さ
わ
し
ん
や
・
主
任
研
究
員)
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佐
用
町
に
お
世
話
に
な
っ
て
今
年
で
４

年
目
。
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
「
お
菊
虫
」

（
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
さ
な
ぎ
）。
こ
の
蝶

の
幼
虫
は
、
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
と
い
う
毒

草
し
か
食
べ
な
い
の
で
、
こ
の
植
物
が
は

え
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
は
い
ま
せ
ん
。「
お

菊
虫
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
怪
談
「
播
州

皿
屋
敷
」
の
お
菊
さ
ん
の
幽
霊
に
ち
な
ん

だ
も
の
で
す
。
形
が
よ
く
似
て
い
る
の
で

名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
さ
な
ぎ
は
お

お菊虫ってなんだ？
　　　　野村智範

お菊虫（さなぎ）。佐用町奥長谷。

菊
虫
。
成
虫
は
「
山
女
郎
」
と
も
言
わ

れ
、
な
ん
と
も
悲
し
く
、
は
か
な
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
確
か
に
、
成
虫
と

な
っ
て
ひ
ら
ひ
ら
飛
ぶ
様
子
は
、
他
の

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
と
比
べ
て
、
あ
わ
れ
さ

さ
え
感
じ
ま
す
。

か
つ
て
利
神
城
主
で
あ
っ
た
池
田
由

之
の
別
邸
の
あ
っ
た
口
長
谷
の
殿
町
に

は
、「
お
菊
の
墓
」
と
言
わ
れ
る
も
の
も

あ
っ
て
、
明
治
期
に
は
、
伏
見
宮
殿
下

が
待
従
を
つ
か
わ
さ
れ
、
お
布
施
を
さ
せ

た
り
、
昔
か
ら
芸
能
人
が
よ
く
参
拝
し
た

と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。
殿
町
や

口
長
谷
で
は
、「
お
菊
虫
」
と
し
て
語
り
継

が
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
殿

町
で
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
利
神

小
学
校
区
内
の
旧
因
幡
街
道
沿
い
を
中
心

に
七
ヶ
所
で
繁
殖
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
所
在
地
で
あ
る
殿
町
で
見
つ
か
ら

な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
の
で
、
敷
地
内
に

ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
を
植
え
、
自
然
繁
殖
を

試
み
、
利
神
小
学
校
の
蝶
（
校
蝶
）
と
勝

手
に
決
め
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
ま

で
は
、
自
然
に
産
卵
し
、
成
虫
も
飛
ん
で

い
た
の
に
、
今
年
は
姿
を
見
ま
せ
ん
で
し

た
。
他
の
繁
殖
地
で
も
数
が
少
な
く
、
天

候
の
せ
い
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。町

内
に
は
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
の

「
ス
ピ
カ
君
」、「
大
河
内
君
」
も
棲
ん
で
い

る
し
、
タ
ガ
メ
も
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
ほ
ど
い

ま
す
。
佐
用
姫
さ
ん
の
星
ス
ピ
カ
も
美
し

く
輝
い
て
い
ま
す
。
自
然
と
歴
史
が
町
の

活
性
化
に
一
役
買
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

(

の
む
ら
と
し
の
り
・
佐
用
町
利
神
小

学
校
教
諭)

お菊虫（幼虫）。佐用町利神小学校。

タガメの♂と♀。佐用高校。
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夜
尾林彩乃

「
こ
の
後
も
、
ず
〜
っ
と
星
見
て
る
ん

で
す
か
？
」

観
望
会
で
星
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

時
、
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
で
す
。

「
と
ん
で
も
な
い
、（
仕
事
が
）
終
わ
っ

た
ら
帰
り
ま
す
よ
」

天
文
台
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
朝
ま

で
星
を
見
て
い
て
帰
ら
な
い
よ
う
に
思
え

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
で
も
、
私
達
だ
っ

て
人
間
で
す
。
夜
は
眠
く
な
る
し
、
日
中

も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。晴
れ
れ
ば
い

つ
も
と
変
わ
ら
な
い
星
空
が
そ
こ
に
あ
る

よ
う
に
、年
中
毎
晩
見
続
け
る
必
要
も
な

い
し（
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
）、
そ
こ
ま
で
何
も
か
も
普
通
の
人
と

違
う
仕
事
や
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
健
康
番
組
が
流
行
っ
て
ま
す

よ
ね
。
食
べ
物
に
気
を
つ
け
、
ゆ
と
り
を

持
ち
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
、
人
間
ら

し
い
、規
則
正
し
い
生
活
を
し
よ
う
と
ど

こ
で
も
言
っ
て
い
ま
す
。大
昔
か
ら
育
ま

れ
て
き
た
、
太
陽
が
の
ぼ
る
と
目
覚
め
、

暗
く
な
る
と
眠
る
と
い
う
リ
ズ
ム
も
大
切

で
す
。
な
の
に
、
人
の
生
活
時
間
は
ど
ん

ど
ん
夜
に
も
食
い
込
み
、
と
う
と
う
24
時

間
眠
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
夜
で
も
明
る
く
て
星
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
夜
は
ち
ゃ
ん
と
電
気
消
し
て
寝
て

よ
！
」

星
好
き
な
人
達
は
そ
う
言
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
星
を
見
る
た
め
に
夜
に
起
き

て
い
る
の
は
、
体
に
悪
く
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
？
　
人
間
の
眠
る
時
間
は
１
日
８
時

間
程
度
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
の
時
期
の

冬
な
ら
ば
、
日
が
沈
ん

で
い
る
間
は
14
時
間
近

く
も
あ
り
ま
す
。
宵
の

明
星
の
金
星
や
木
星
や

土
星
は
、
７
時
頃
で
も

よ
く
見
え
ま
す
。

夜
は
眠
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
。
け
れ
ど
も

星
空
を
見
上
げ
る
と
、

な
ん
だ
か
心
が
い
や
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
太
陽

の
下
で
は
見
え
な
い
、

宇
宙
の
奥
深
さ
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。
な

の
で
、
夜
ふ
か
し
は
日
数
も
時
間
も
ほ
ど

ほ
ど
に
。
夜
半
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
と
絶
対
見

ら
れ
な
い
天
文
現
象
な
ん
て
、
そ
う

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
も
の
で
も
な
い
で
す

か
ら
ね
。
あ
ん
な
に
夜
ふ
か
し
し
て
い
た

私
も
、
気
付
け
ば
、
夕
方
暗
く
な
る
と
眠

く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
ダ
メ
だ
と

か
言
わ
れ
そ
う
で
す
け
ど
…
。

（
お
ば
や
し
あ
や
の
・
嘱
託
研
究
員
）
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「太陽の素顔 A Face of the Sun」

第３回
赤いカーテン（その１）

時政典孝

【
１
】
穏
や
か
な
カ
ー
テ
ン

今
回
は
太
陽
の
表
面
上
空
に
浮
か
ぶ
赤

い
カ
ー
テ
ン
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
よ
く

太
陽
を
描
写
す
る
時
、
太
陽
か
ら
炎
が
立

ち
昇
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
ま
す
。
こ

の
炎
の
こ
と
を
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

(prom
inence)

と
言
い
ま
す
。
日
本
で
は

紅
炎
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
誤
解

さ
れ
る
の
が
、
描
か
れ
る
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

の
様
子
か
ら
太
陽
が
燃
え
て
い
る
と
か
、

炎
の
よ
う
に
勢
い
よ
く
立
ち
昇
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

に
は
活
動
的
な
も
の
と
静
穏
な
も
の
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
活
動
的
な
も
の
で

太陽の縁にある穏やかなプロミネンス

も
地
球
か
ら
見
る
と
目
に
見
え
る
ほ
ど
動

く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
太
陽
面
に
現

れ
る
多
く
の
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
は
穏
や
か
な

カ
ー
テ
ン
の
よ
う
な
構
造
物
で
、
ま
れ
な

場
合
を
除
い
て
、
そ
の
形
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
ま
せ
ん
。

【
２
】
Ｈ
α
線

プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
は
、
皆
既
日
食(total

solar eclips)

の
時
に
赤
い
炎
の
よ
う
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
な
か
な

か
難
し
い
で
す
よ
ね
。
普
段
の
太
陽
に
プ

ロ
ミ
ネ
ン
ス
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
単
に

太
陽
の
光
を
弱
め
た
だ
け
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
最
も
一
般
的
な
観
察
方

法
は
、
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
中
に
あ
る
水
素
が

出
す
赤
い
光(

波
長
6
5
6
.
3
nm)

で
見

る
方
法
で
す
。
こ
の
光
の
こ
と
を
Ｈ
α

(

エ
ッ
チ
ア
ル
フ
ァ)

線
と
言
い
ま
す
。

プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
が
Ｈ
α
線
で
輝
い
て
い

る
こ
と
を
発
見
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ジ
ャ
ン
セ
ン
と
い
う
人
で
す
。
彼
は
1
8

6
8
年
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
で
見
ら
れ

た
皆
既
日
食
で
、
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
を
ス
ペ

ク
ト
ル(spectrum

)

で
観
測
し
、
プ
ロ
ミ

ネ
ン
ス
が
Ｈ
α
線
や
他
の
特
定
の
色
で
輝

い
て
い
る
こ
と
見
出
し
ま
し
た
。
こ
の
発

見
に
よ
り
、
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
は
皆
既
日
食

外
で
も
観
測
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。【

３
】
新
元
素
ヘ
リ
ウ
ム

少
し
お
話
か
ら
外
れ
ま
す
が
、ジ
ャ
ン

セ
ン
が
行
っ
た
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
の
ス
ペ
ク

ト
ル
観
測
で
は
、
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
に
Ｄ
３

(

デ
ィ
ー
ス
リ
ー)

線
と
い
う
オ
レ
ン
ジ
色

の
光
や
、同
じ
く
オ
レ
ン
ジ
の
Na
Ｄ(

ナ
ト

リ
ウ
ム
デ
ィ
ー)

線
、
水
色
の
Ｈ
β(

エ
ッ

チ
ベ
ー
タ)

線
な
ど
も
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
Ｄ
３
線
の
光
は
、
そ
れ
ま
で
知

皆既日食中に見られるプロミネンス(矢印
で表したところ)。実際には他の色と混
ざってピンク色に輝いて見える。他の白
く広がっているものはコロナ(corona)

穏やかなプロミネンスは、突如として活発に
動き出すこともある。
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ら
れ
て
い
た
地
上
の
元
素
の
出
す
光
で
は

考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で

「
太
陽
に
し
か
な
い
」
と
い
う
意
味
の
「
ヘ

リ
ウ
ム
」
と
い
う
元
素
の
名
前
が
つ
き
ま

し
た
。
ヘ
リ
ウ
ム
は
後
に
な
っ
て
地
上
で

も
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
４
】
リ
オ
フ
ィ
ル
タ
ー

ジ
ャ
ン
セ
ン
の
発
見
に
よ
り
、ス
ペ
ク

ト
ル
を
観
測
す
る
こ
と
で
普
段
の
太
陽
に

プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
を
観
測
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
解
析
の
結

果
、
形
が
現
れ
て
く
る
も
の
で
、
目
で
形

を
見
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
Ｈ
α
の
光
だ
け
を
通
す
フ
ィ
ル

タ
ー
を
作
る
と
い
う
難
題
を
ク
リ
ア
し
た

の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
オ
で
す
。
リ
オ
は
、

方
解
石
の
複
屈
折
と
偏
光(polarization)

い
う
性
質
を
利
用
し
て
光
の
干
渉

(interference)

を
起
こ
さ
せ
、
Ｈ
α
の
光

だ
け
を
取
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た

(

詳
し
く
は
他
書
に
譲
り
ま
す)
。

こ
の
成
功
に
よ
り
、プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
を

目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
太
陽
の
Ｈ
α
線
の
画
像

が
飛
躍
的
に
早
い
時
間
間
隔
で
撮
れ
る
よ

う
に
な
り
、
太
陽
面
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象

が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
解
明
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

【
５
】
磁
場
の
ハ
ン
モ
ッ
ク

穏
や
か
な
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
で

す
が
、そ
れ
は
地
球
か
ら
見
た
様

子
で
、実
際
に
は
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

中
の
ガ
ス
は
秒
速
数
ｋ
ｍ
で
動

い
て
い
ま
す
。プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
は

太
陽
の
磁
場
構
造
で
Ｓ
極
と
Ｎ

極
の
中
間
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に

発
生
す
る
た
め
、そ
こ
に
ガ
ス
が

集
ま
り
や
す
い
ハ
ン
モ
ッ
ク
の

よ
う
な
場
所
が
あ
り
、図
に
示
す

よ
う
に
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
な
構

造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
こ
の

ハ
ン
モ
ッ
ク
は
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

を
支
え
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。磁
場

の
構
造
が
し
だ
い
に
変
わ
っ
て

い
く
か
ら
で
す
。さ
て
そ
う
な
る

と
ど
う
な
る
の
か
？ 

次
回
の
シ

リ
ー
ズ
に
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

(

と
き
ま
さ
の
り
た
か
・

　
　
　
　
　
　
　
主
任
研
究
員)

方解石の複屈折。下の文字が２重に見える。

プロミネンスは磁力線のハンモックに乗るよ
うに形成されると考えられている。左の写真
と見比べてください。

京都大学飛騨天文台のドームレス太陽望遠鏡にて撮影され
たプロミネンス。円筒形ではなくカーテンのような存在で
ある。

西はりま天文台太陽望遠鏡のリオフィル
ター( 南京天文儀器廠製) 。中心波長
656.3nm、波長幅0.5nmの光だけを通す。
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大学生・院生の修行の場西
は
り
ま
天
文
台
は
、大
学
生
や
大
学

院
生
の
研
究
に
多
い
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
に
西
は
り
ま
天
文

台
を
訪
れ
た
学
生
さ
ん
た
ち
を
紹
介
し
ま

す
。群

馬
大
学
の
軽
部（
か
る
べ
）君
は
、近

接
連
星
系
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
群
馬

大
学
の
望
遠
鏡
に
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
を
取
り

つ
け
て
エ
リ
ダ
ヌ
ス
座
Y
Y
星
と
い
う
天

連星系のデータをコンピュータで解析中の軽部
君。新発見か？

体
の
明
る
さ
の
変
化
を
観
測
し
ま
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
の
解
析
に
西
は
り
ま
に
来
た

の
で
す
。
同
じ
く
連
星
系
が
専
門
の
私
と

の
共
同
研
究
と
い
う
わ
け
で
す
。
軽
部
君

の
パ
ワ
ー
で
２
週
間
ほ
ど
で
お
お
ま
か
な

解
析
が
終
了
し
て
、
両
方
の
星
の
半
径
や

質
量
な
ど
が
推
定
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
軽
部
君
は
連
星
系
／
変
光
星
研
究
会

で
発
表
し
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
ト
ン
ボ
（
太
陽
望
遠
鏡
）

で
、
太
陽
の
ス
ペ
ク
ト
ル
観
測
に
訪
れ
た

の
は
、
岡
山
理
科
大
学
の
大
木
さ
ん
で

す
。
時
政
研
究
員
の
指
導
で
、
鮮
や
か
な

ス
ペ
ク
ト
ル
の
取
得
に
成
功
し
ま
し
た
。

天
体
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
の
は
、
大
阪
教
育
大
学
の
木
村
さ
ん

で
す
。
木
村
さ
ん
は
や
は
り
時
政
研
究
員

の
指
導
で
分
光
器
を
利
用
し
て
、
木
星
や

土
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
観
測
し
ま
し
た
。

現
在
は
連
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
解
析
し
て
、

私
と
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
Ｃ
Ｃ
Ｄ
観
測
に
訪

れ
る
の
が
、
九
州
大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち

で
す
。
銀
河
や
星
団
、
小
惑
星
の
観
測
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
石
井
君
、
神
川

君
、
古
賀
さ
ん
の
３
名
が
石
田
、
圓
谷
研

究
員
の
指
導
で
観
測
を
行
い
ま
し
た
。

西
は
り
ま
天
文
台
の
様
々
な
観
測
機
器

が
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
研
究
に
役
立
つ

の
は
、
我
々
の
非
常
な
喜
び
で
す
。

（
鳴
沢
真
也
・
主
任
研
究
員
）

キラキラトンボで太陽分光中の大木さん

分光観測中の木村さん（中央の女性）と共
同観測者たち。

観測中の九州大チーム
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ケック望遠鏡が魅せる天
王星・海王星の最新画像

10
月
25
日
、ア
メ
リ
カ
天
文
学
会
の
惑

星
科
学
分
科
会
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

バ
ー
ク
レ
ー
校
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ
バ
モ

ア
研
究
所
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
、

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
か
ら
な
る
研
究
チ
ー
ム
が
、
天

王
星
と
海
王
星
の
最
新
画
像
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
画
像
は
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山

に
あ
る
口
径
10
ｍ
ケ
ッ
ク
２
望
遠
鏡
に
補

償
光
学
系
を
付
け
て
、
波
長
2.2
ミ
ク
ロ
ン

の
近
赤
外
線
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。
補
償

光
学
系
と
は
、
望
遠
鏡
で
得
ら
れ
る
画
像

が
地
球
の
空
気
に
よ
っ
て
揺
ら
ぐ
の
を
補

正
し
て
、
望
遠
鏡
本
来
の
シ
ャ
ー
プ
な
画

像
を
撮
る
こ
と
の
で
き
る
装
置
で
す
。

写
真
１
に
は
天
王
星
と
リ
ン
グ
が
写
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
写
真
は
、
天
王
星
本
体

を
わ
ざ
と
1
／
20
の
明
る
さ
に
し
て
、
表

面
模
様
と
リ
ン
グ
の
両
方
が
見
や
す
い
よ

う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
本
体
で
白
く
光
っ

て
い
る
の
は
南
極
に
浮
か
ぶ
メ
タ
ン
の
雲

天王星とリング（提供：Imke  de  Pa t e r /UC
Berkeley）

海王星のベルト（提供：Imke de Pater/UC Berkeley）

の
層
。
ま
た
北
側
の
高
緯
度
に
も
小
さ
な

雲
が
見
え
ま
す
。
リ
ン
グ
も
一
番
明
る
い

ε
リ
ン
グ
の
内
側
に
、
３
つ
の
暗
い
リ
ン

グ
が
見
て
取
れ
ま
す
。

一
方
、
写
真
２
は
海
王
星
で
す
。
明
る

く
光
っ
て
い
る
ベ
ル
ト
は
、
海
王
星
の
上

層
大
気
に
あ
る
雲
の
層
で
す
。
写
真
に

写
っ
て
い
る
黒
い
線
は
、
分
光
器
に
光
を

導
く
た
め
の
ス
リ
ッ
ト
穴
の
影
で
す
。
分

光
観
測
に
よ
っ
て
海
王

星
の
化
学
組
成
や
雲
の

層
の
高
さ
が
わ
か
り
ま

す
。こ

れ
ら
天
王
星
と

海
王
星
、
西
は
り
ま
天

文
台
の
60
セ
ン
チ
望
遠

鏡
で
も
丸
い
形
と
色
は

確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
9
月
〜
10

月
に
は
、
渋
い
観
望
天

体
と
し
て
何
度
か
お
客

さ
ん
に
観
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
圓
谷
文
明
・
主
任
研
究
員
）

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス

http://w
w
w
.astro.caltech.edu/m

ir-

ror/keck/realpublic/gen_info/

kiosk/new
s/neptunestory.htm

l
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第
九
回
　
命
の
恩
人
は
座
標
の
原
点

お
ひ
つ
じ
座

石
田
俊
人

見
返
り
ひ
つ
じ

他
の
秋
の
星
座
と
同
じ
く
、
お
ひ
つ
じ

座
も
あ
ま
り
明
る
い
星
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
星
空
を
眺
め
て
い
て
も
ひ
つ
じ
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
星

座
で
す
。星
座
絵
を
見
る
と
、こ
の
ひ
つ
じ

は
体
は
西
向
き
な
の
で
す
が
、
頭
は
東
向

き
に
ク
ル
ッ
と
振
り
返
っ
た
姿
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。

フラムスチード天球図譜より。おひつじ座付近。きたばえ座（La Mouche）
も描かれている。

命
を
救
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
、
な
の

に
・
・
・

テ
ッ
サ
リ
ヤ
の
王
ア
タ
マ
ス
は
、
は

じ
め
雲
の
精
ネ
フ
ェ
レ
ー
と
結
婚
し
二
人

の
子
ど
も
フ
リ
ク
ソ
ス
と
ヘ
レ
と
い
う
兄

妹
が
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
王
は

移
り
気
で
、ネ
フ
ェ
レ
ー
を
追
い
出
し
て

イ
ノ
ー
と
い
う
女
性
と
結
婚
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ノ
ー
は
前
の
妻
の
子
ど
も
が
目
ざ

わ
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、神
さ
ま
の
お

告
げ
を
で
っ
ち
上
げ
て
、ま
ず
は
フ
リ
ク

ソ
ス
を
い
け
に
え
に
し
て
殺
そ
う
と
し
ま

し
た
。
あ
わ
や
と
い
う
と
き
、
突
然
空
か

ら
金
毛
の
ひ
つ
じ
が
舞
い
降
り
て
き
た
か

と
思
う
と
、フ
リ
ク
ソ
ス
と
そ
ば
に
い
た

ヘ
レ
を
連
れ
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
実

は
、こ
の
ひ
つ
じ
は
実
母
ネ
フ
ェ
レ
ー
が

大
神
ゼ
ウ
ス
に
願
っ
て
与
え
ら
れ
た
神
の

ひ
つ
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

ひ
つ
じ
は
空
高
く
東
へ
と
向
け
て
す
ご

い
速
さ
で
飛
ん
で
い
き
ま
す
。
あ
ま
り
に

速
か
っ
た
た
め
に
、
妹
の
ヘ
レ
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
境
の
海
峡
の
上
で
と

う
と
う
落
ち
て
お
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
と
き
ひ
つ
じ
は
ち
ょ
っ
と
後
ろ

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
姿
が

星
座
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ひ
つ
じ

は
、
さ
ら
に
東
へ
と
飛
び
続
け
、
や
が
て

黒
海
の
東
岸
コ
ル
キ
ス
に
到
着
し
、
こ
の

地
の
王
に
保
護
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

フ
リ
ク
ソ
ス
は
ひ
つ
じ
を
大
神
ゼ
ウ
ス
に

捧
げ
、
そ
の
皮
を
コ
ル
キ
ス
王
に
贈
り
ま
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し
た
。
王
は
夜
も
眠
ら
ぬ
竜
を
こ
の
皮
の

番
に
つ
け
ま
し
た
。
の
ち
に
、
ア
ル
ゴ
ー

船
が
こ
の
金
の
毛
を
持
つ
ひ
つ
じ
の
皮
を

取
り
戻
し
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ

れ
に
し
て
も
、
命
の
恩
人
（
い
や
恩

羊
？
）
を
神
の
い
け
に
え
に
し
て
殺
し
て

し
ま
っ
て
、
し
か
も
残
っ
た
皮
も
人
に
あ

げ
ち
ゃ
う
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
ど
う

か
と
も
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
そ
れ

に
、
お
ひ
つ
じ
座
が
振
り
返
っ
て
見
て
い

る
の
は
星
空
の
中
で
は
東
向
き
で
す
。
ギ

リ
シ
ャ
神
話
の
お
話
で
は
、
東
向
き
に
飛

ん
で
い
て
西
を
振
り
返
っ
た
は
ず
な
の
で

す
が
？
？

次
か
ら
次
へ
と
・
・
・

お
ひ
つ
じ
座
・
さ
ん
か
く
座
・
ペ
ル
セ

ウ
ス
座
・
お
う
し
座
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ

は
、目
立
っ
た
星
が
あ
り
ま
せ
ん
。一
時
、

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
新
し
い
星
座
を
作

る
こ
と
が
流
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

バ
ル
チ
ウ
ス
は
こ
こ
に
「
き
た
ば
え
」
座

を
作
り
ま
し
た
。
昆
虫
の
ハ
エ
の
星
座
で

す
。
し
か
も
、
ハ
エ
に
す
る
前
に
「
す
ず

め
ば
ち
」
や
「
み
つ
ば
ち
」
な
ど
あ
れ
や

こ
れ
や
と
変
え
て
い
ま
す
。
他
に
ロ
ワ
ー

エ
は
、
同
じ
場
所
に
「
ゆ
り
の
は
な
」
座

を
作
り
ま
し
た
し
、
ヘ
ベ
リ
ウ
ス
が
近
く

に
「
し
ょ
う
さ
ん
か
く
座
」
を
作
っ
た
り

と
、
こ
の
あ
た
り
に
は
次
か
ら
次
へ
と
入

れ
代
わ
り
で
星
座
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
す
き
ま
が
空
い
て
い
る
感
じ
に

な
っ
て
い
て
、
新
し
い
星
座
を
作
り
た
く

な
る
の
で
し
ょ
う
。

春
分
点
は
お
ひ
つ
じ
マ
ー
ク

お
ひ
つ
じ
座
に
は
明
る
い
星
が
あ
ま
り

な
い
だ
け
で
な
く
、
目
だ
っ
た
天
体
も
な

い
の
で
す
が
、
お
ひ
つ
じ
座
の
マ
ー
ク
は

天
文
で
非
常
に
だ
い
じ
な
と
こ
ろ
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。太
陽
の
通
り
道
の
黄
道
、そ

し
て
地
球
の
赤
道
の
真
上
に
あ
る
天
の
赤

道
は
と
も
に
春
分
点
を
原
点
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
春
分
点
の
マ
ー
ク
は
実
は
お
ひ

つ
じ
座
の
マ
ー
ク
な
の
で
す
。し
か
し
、春

分
点
は
お
と
な
り
の
う
お
座
の
中
に
あ
り

ま
す
。そ
れ
な
の
に
、な
ぜ
春
分
点
の
マ
ー

ク
は
お
ひ
つ
じ
座
の
マ
ー
ク
な
の
で
し
ょ

う
か
？

実
は
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
は
、
春
分
点
は

こ
の
お
ひ
つ
じ
座
に
あ
っ
た
の
で
す
。
こ

の
た
め
、
春
分
点
を
お
ひ
つ
じ
座
の
マ
ー

ク
で
表
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

後
、地
球
の
歳
差
運
動（
コ
マ
が
首
を
振
る

よ
う
な
動
き
）の
た
め
に
、春
分
点
が
だ
ん

だ
ん
と
ズ
レ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

で
も
、
場
所
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

現在はうお座にある春分点。「γ」に似たおひつじ座のマークが春分点。
同じくフラムスチード天球図譜より。

春
分
点
の
マ
ー
ク
も
変
え
る
と
や
や
こ
し

い
の
で
、以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
マ
ー

ク
が
ず
っ
と
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。ぐ

る
っ
と
一
回
り
し
て
春
分
点
が
再
び
お
ひ

つ
じ
座
の
中
へ
と
戻
っ
て
く
る
の
は
、今

か
ら
約
2
万
2
千
年
後
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
い
し
だ
と
し
ひ
と
・
主
幹
研
究
員
）



12

出題者：石田俊人
Ｑ

現
在
観
望
好
期
と
な
っ

て
い
る
木
星
に
関
す
る
問

題
で
す
。
木
星
の
ガ
リ
レ

オ
衛
星
（
４
つ
の
明
る
い

衛
星
）
は
、
私
た
ち
の
目
だ

け
（
肉
眼
）
で
見
え
る
明
る

さ
で
あ
る
。

木星とガリレオ衛星。時政主任研究員撮影。

こたえ 

○
木
星
の
周
囲
に
は
、ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ

イ
が
は
じ
め
て
望
遠
鏡
を
夜
空
の
さ
ま
ざ

ま
な
天
体
に
向
け
た
と
き
に
見
つ
け
た
４

つ
の
明
る
い
衛
星
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
木
星
に
近
い
も
の
か
ら
イ
オ
、
エ
ウ
ロ

パ
、
ガ
ニ
メ
デ
、
カ
リ
ス
ト
と
名
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
衛
星
の
明
る
さ
は

い
ず
れ
も
６
等
よ
り
も
明
る
く
、
私
た
ち

の
肉
眼
で
見
え
る
明
る
さ
で
す
。
と
い
う

わ
け
で
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
し
て
は
○
で

良
い
の
で
す
が
、
ク
イ
ズ
は
「
肉
眼
で
見
え

る
明
る
さ
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
て
い
ま

す
。
な
ぜ
単
純
に
「
肉
眼
で
見
え
る
」
と
し

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
明
る
さ
で

あ
っ
て
も
、
木
星
と
区
別
が
つ
か
な
け
れ

ば
、
実
際
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
木

星
の
す
ぐ
そ
ば
の
ほ
ん
の
小
さ
な
角
度
だ

け
違
う
と
こ
ろ
の
星
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
角
度
は
普

通
の
視
力
の
人
で
６
０
秒
角
ぐ
ら
い
で
す
。

一
方
、
地
球
か
ら
見
て
木
星
と
衛
星
が
最

も
離
れ
る
角
度
は
、
最
も
内
側
の
イ
オ
で

も
１
７
０
秒
角
で
す
。
明
る
さ
と
角
度
の

点
だ
け
か
ら
言
え
ば
、
私
た
ち
の
肉
眼
で

見
え
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
す
。

こ
の
話
は
斉
藤
国
治
著
「
星
の
古
記

録
」（
岩
波
新
書
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
話
題
の
一
つ
な
の
で
す
が
、
実
は
古
代

中
国
の
天
文
書
の
他
の
本
に
引
用
さ
れ
て

い
る
お
か
げ
で
残
っ
て
い
る
部
分
（
逸

文
）
に
、
木
星
の
衛
星
を
観
察
し
た
ら
し

き
記
録
が
あ
る
そ
う
で
す
。
斉
藤
氏
は
上

記
の
本
の
中
で
、
ぜ
ひ
実
際
に
見
え
る
か

ど
う
か
確
か
め
て
欲
し
い
と
呼
か
け
て
い

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
私
は
見
た
方
が
い
る

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
ク
イ
ズ

を
「
肉
眼
で
見
え
る
」
と
し
な
か
っ
た
の

は
、
こ
の
た
め
で
す
。

条
件
が
良
い
日
に
、
目
の
良
い
方
が
、

う
ま
く
木
星
を
隠
し
な
が
ら
眺
め
れ
ば
ほ

ん
と
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
読

者
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　(

い
し
だ
と
し
ひ
と
・
主
幹
研
究
員)

　



13

生芋こんにゃく
上月町

「
ご
冗
談
で
し
ょ
う
、
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
さ

ん
」
I
・
II

Ｒ
・
Ｐ
・
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
（
岩
波
書
店
）
１

９
８
６
年
／
各
１
、
８
０
０
円
＋
税

破
天
荒
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
腹
を
抱
え
て
笑

い
、
偽
善
や
空
威
張
り
を
許
さ
な
い
態
度
に

思
わ
ず
う
な
ず
く
。そ
し
て
「
科
学
す
る
」こ

と
へ
の
実
直
さ
に
涙
す
る
。
自
伝
を
通
し
て

に
せ
よ
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
に
出
会
え
て
幸
せ
だ
。

最
終
章
に
は
、
彼
に
よ
る
卒
業
式
式
辞
が
収

こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
す
り
つ
ぶ

し
、
凝
固
剤
（
灰
の
ア
ク
）
を
加
え

て
、
熱
湯
で
ゆ
で
あ
げ
る
の
が
の

が
生
芋
こ
ん
に
ゃ
く
で
す
。

作
る
の
に
手
間
が
か
か
る
た

め
、
手
作
り
の
も
の
は
、
一
度
に

た
く
さ
ん
で
き
ま
せ
ん
。
上
月
町

の
生
芋
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
地
元
で

栽
培
さ
れ
た
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
1

0
0
％
使
っ
て
、
て
い
ね
い
に
作

り
上
げ
て
い
ま
す
。
全
て
手
作
り

録
さ
れ
て
い
る
。
成
人
し
て
か
ら
３
回

の
卒
業
式
を
、
私
は
こ
れ
を
読
む
こ
と

で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
エ
セ
科
学
を

扱
っ
た
、
こ
の
話
の
最
後
は
胸
に
響
く
。

「
つ
ま
り
研
究
所
や
大
学
内
で
研
究

費
だ
の
地
位
な
ど
を
保
っ
て
ゆ
く
た
め

に
、
心
な
ら
ず
も
こ
の
良
心
を
捨
て
ざ

る
を
え
な
い
よ
う
な
圧
力
を
感
じ
る
こ

と
な
く
、（
中
略
）
自
由
で
あ
れ
か
し
と

心
か
ら
祈
る
も
の
で
す
。」

（
圓
谷
文
明
・
主
任
研
究
員
）

の
無
添
加
で
す
。

角
型
、
丸
型
と
真
空
パ
ッ
ク
で

販
売
し
て
お
り
、
特
産
物
の
中
で

も
、も
ち
大
豆
、も
ち
大
豆
と
う
ふ
、

み
そ
や
と
共
に
好
評
を
得
て
い
る
人

気
商
品
で
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

佐
用
郡
上
月
町
上
月 

５
２
９-

４

こ
う
づ
き
ふ
れ
あ
い
特
産
物
直
売
所

電
話
　
０
７
９
０-

８
６-

８
０
０
５
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新・天文台日記
11月

◇
１
日
（
水
）
午
前
中
、
大
撫
山
開
発
一

部
事
務
組
合
監
査
。高
校
時
代
の
恩
師
、

宿
泊
し
朝
霧
撮
影
狙
う
も
大
雨
。「
雨
や

ま
ず
　
待
つ
ひ
と
心
　
五
里
霧
中
」

◇
２
日
（
木
）
自
然
学
校
の
赤
穂
市
立
塩

屋
小
は
星
座
早
見
缶
作
り
、圓
谷
、時
政

研
究
員
対
応
。夜
、園
長
と
と
も
に
明
珍

火
箸
の
明
珍
宗
理
氏
と
懇
談
。

◇
３
日
（
金
）
時
政
研
究
員
呼
び
か
け
の

分
光
勉
強
会
に
木
村
（
大
教
大
）、
山
本

（
綾
部
天
文
館
）、
川
西
（
赤
穂
）、
河
野
・

高
丸
（
姫
工
大
）、
五
百
蔵
（
美
星
天
文

台
）、
大
木
（
岡
山
理
大
）
の
各
氏
。

◇
４
日
（
土
）
兵
庫
医
大
・
前
田
耕
一
郎

氏
、
電
波
観
測
打
ち
合
わ
せ
に
。

◇
７
日
（
火
）
自
然
学
校
の
赤
穂
市
立
御

崎
小
は
天
体
観
望
学
習
。

◇
８
日
（
水
）
２
ｍ
望
遠
鏡
計
画
関
連
で

ユ
ー
ロ
テ
ク
ノ
、川
崎
重
工
３
名
来
台
。

◇
９
日
（
木
）
２
ｍ
望
遠
鏡
計
画
関
連
で

三
菱
電
機
３
名
来
台
。

◇
10
日
（
金
）
関
西
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
高
校
生
の
た
め
の
サ
イ
エ
ン
ン

ス
講
演
会
」
講
師
で
福
崎
高
校
へ
。

◇
11
日
（
土
）
加
古
川
市
立
少
年
自
然
の

家
天
文
講
演
会
で
「
望
遠
鏡
ー
で
っ
か

い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
」
と
題
し
講

演
。「
見
え
ま
す
よ
　
宇
宙
の
果
て
ま

で
　
２
メ
ー
ト
ル
」。
終
了
後
、天
文
台

友
の
会
第
64
回
例
会
へ
、
40
名
参
加
。

◇
12
日（
日
）天
文
講
演
会
は
園
長
の「
宇

宙
の
果
て
を
は
か
る
」、
71
名
参
加
。

◇
13
日
（
月
）
２
ｍ
望
遠
鏡
計
画
の
工
程

等
の
打
ち
合
わ
せ
で
県
産
業
労
働
部

へ
、
石
田
、
圓
谷
、
時
政
研
究
員
同
行
。

◇
14
日
（
火
）
ア
ス
テ
ル
の
会
（
公
営
宿

舎
天
文
施
設
の
会
）
で
休
暇
村
能
登
千

里
浜
へ
、
管
理
棟
の
田
辺
課
長
、
大
永

課
長
補
佐
同
行
（
15
日
迄
）。
自
然
学
校

の
佐
用
連
合
小
は
小
型
望
遠
鏡
操
作
実

習
。

◇
15
日
（
水
）
群
馬
大
・
軽
部
君
、
鳴
沢

研
究
員
の
も
と
で
勉
強
に
来
台(

25
日

迄
）。
石
川
島
播
磨
重
工
・
播
磨
病
院
職

員
向
け
に
講
演
「
宇
宙
を
歩
こ
う
」。

「
お
医
者
さ
ん
　
看
護
婦
さ
ん
も
　
い

ま
生
徒
」。

◇
17
日（
金
）し
し
座
流
星
群
極
大
日
、過

去
２
年
間
と
比
し
静
か
。
「
ア
ッ

シ
ャ
ー
の
　
来
期
の
予
測
　
は
や
恐

怖
」。

◇
18
日
（
土
）
ひ
ょ
う
ご
星
空
あ
お
ぞ
ら

大
会
記
念
講
演
で
淡
路
・
南
淡
町
へ
。

「
渦
潮
の
　
海
峡
の
空
　
星
光
る
」。

◇
19
日
（
日
）
九
州
大
学
生
３
名
、
山
岡

さ
ん
引
率
で
C
C
D
観
測
に
。

◇
20
日
（
月
）
佐
用
、
上
月
両
町
と
の
運

営
懇
談
会
。
来
年
の
日
本
天
文
学
会
秋

季
年
会
の
会
場
借
用
の
件
で
姫
路
市
元

教
育
長
・
桑
原
氏
と
懇
親
。
尾
林
研
究

員
、
12
月
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
録
音
。

九
州
大
グ
ル
ー
プ
、
軽
部
君
を
招
待
し

天
文
台
全
ス
タ
ッ
フ
と
夕
食
会
。

◇
23
日
（
木
）
鳴
沢
研
究
員
、
友
の
会
・
脇

さ
ん
と
連
星
研
究
打
ち
合
わ
せ
。

◇
24
日
（
金
）
天
文
台
コ
ロ
キ
ウ
ム
、
時

政
研
究
員
の
「
カ
セ
グ
レ
ン
低
分
散
分

光
器
の
概
要
」
に
河
野
（
姫
工
大
）、
脇

（
友
の
会
）、
坂
元
（
加
古
川
少
年
自
然

の
家
）、
田
口
（
神
戸
大
）、
軽
部
（
群

馬
大
）
の
各
氏
も
参
加
。
上
郡
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
20
名
に
石
田
研
究
員
、
講

話
。
私
は
読
売
巨
人
軍
優
勝
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
招
待
で
大
阪
H
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
へ
。「
長
嶋
や
　
松
井
を
追
っ
て
　

ミ
ー
ハ
ー
す
」。
　

◇
29
日
（
水
）
野
外
活
動
指
導
者
研
修
会

で
岡
山
天
体
物
理
観
測
所
、
美
星
天
文

台
等
見
学
に
。甲
南
高
校
・
石
川
君
、
校

外
学
習
活
動
で
世
界
の
宇
宙
開
発
に
つ

い
て
勉
強
に
、
鳴
沢
研
究
員
対
応
。
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天文台
＃は友の会会員のみなさんだけへのお知らせです。

第84回天文講演会
日時：9月10日(日)10:30-12:00
場所：天文台スタディールーム
講師： 黒田武彦（西はりま天文台長）
演題：太陽のなかまの星はさがせるか？
　恒星は集団で生まれるらしい。でも恒星の一
つである太陽はひとりぼっち。いっしょに生ま
れた恒星を探す大作戦にはどんな方法があるの
か、そしてその作戦は果たして成功するのだろ
うか。

＃第65回友の会例会
21世紀最初の「例会」に参加しませんか？　
近隣の星仲間と語らう楽しい時間。初心者でも
気軽に参加できます。　
日時：2001年１月 13日(土)18:30-14日(日)午前
内容：○天体観望会、天文クイズ、交流会、朝

まで自由観望など。
○グループ別観望会
A:60cm望遠鏡で木星と土星を撮ろう
B:小型望遠鏡の操作と観望
C:小型望遠鏡で星のスペクトルを見よう
＊ A を御希望の方は一眼レフカメラ、
フィルム(ISO400)、レリーズをご持参く
ださい。ない方には貸出しいたします。

費用：宿泊250円(シーツクリーニング代),    朝
           食 500円
申込方法：申込表(下表参照)を参考に電話,Fax,
                   電子メールで天文台にお申し込みく
                   ださい。
※電子メールの場合、Subject に Janと記入し
「reikai@nhao.go.jp」へお申し込みください。

申込締切：グループ棟泊 ,日帰り参加
                   2001年 1月 6日(土)

例会参加申込表
会員No. 氏名

大人 こども 　合計
参加人数
宿泊人数
シーツ数
朝食数
部屋割 男（　）女（　）家族（　）
グループ別観望会　「（A,B,C）」に参加

　　冬のスターウオッチング
日時 :  2001年１月20日　18:30から
場所：佐用町立利神小学校
内容：天文クイズ、すばるの観察、天体観望
詳細は、天文台までお問い合わせ下さい。

 　  オリジナルカレンダー・プレゼント
毎年恒例の天文台公園のカレンダーです。
御希望の方は、以下を添えて、天文台カレン
ダー係りまでお送り下さい。
送り先を明記した3cm×5cm程度のシール
切手　（１部なら140円、２部なら200円）

　年末年始休園
12月29日～１月３日まで休園させて頂きます。
この期間中は電話、電子メール、例会の申し込
みはできませんので、ご了承下さい。

　　カナダ・オーロラツアー
　（大阪市立科学館友の会員との共同企画）
予定日：3/16（金）関空～3/21（水）関空
場所：カナダ　イエローナイフ
（日本人がよく行くので比較的安全、オーロラ
ベルトの真下、冬の晴天率がとても高い）、
バンクーバー（科学館または天文台の見学）
費用：約19万円まで（参加人数で調整）
現在太陽活動が活発で、大きなフレアが観測
されています。フレアはオーロラの発生と関
連しており、この時期はオーロラが観望でき
る確率がたいへん高いです。
詳細：世話役の高柴（Phone/Fax 06-6699-7748）
まで。詳しい案内書を送ります。

ウィンターフェスティバル
カノープス＆朝霧

2月 22日（木）～23日（金）
お年を召した方が対象。長寿星カノープスほ
か冬の星空散歩。ラベンダーなどの薬草風呂。
23日朝は、大撫山から朝霧を観察
参加費　１人6000円
お問い合わせ　電話　0790-82-0598　まで

スペースキッズ募集中
星や宇宙に興味ある子供たちの集まりです。
数ヶ月に一度、特別折り込みが宇宙NOWと
一緒に届きます。入会は、電話か FAXか手紙
でお申し込み下さい。
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おもしろ天文学：20世紀の天文・宇宙10大ニュース
新・星めぐりのうた：命の恩人は座標の原点

シリーズ：太陽の素顔 A Face of the Sun 赤いカーテン（その１）
おすすめ特産品：生芋こんにゃく・上月町

人
類
月
に
立
つ
。
20
世
紀
最

大
の
出
来
事
の
一
つ
。
69
年
７

月
20
日
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ

11
号
は「
静
か
の
海
」に
着
陸
し

た
。
写
真
は
月
面
に
立
つ
バ
ズ
・

オ
ル
ド
リ
ン
飛
行
士
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
は
撮
影
し
て
い
る
ニ
ー
ル
・

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
と
月
着
陸
船

が
写
っ
て
い
る
。
N
A
S
A
提
供
。

20
世
紀
最
後
の
宇
宙
N
O
W

を
お
届
け
し
ま
す
。

20
世
紀
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
進
歩
に

よ
る
天
文
学
と
宇
宙
開
発
に
よ

り
、
人
間
の
宇
宙
感
が
大
き
く

変
容
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
た
ち
が

知
っ
た
こ
と
は
、「
地
球
と
そ
こ
に
住
む

人
間
は
小
さ
く
、
そ
れ
ゆ
え
か
け
が
い

の
な
い
存
在
で
あ
る
」、
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　

し
か
し
、
同
じ
20
世
紀
中
に
、
そ
れ

ま
で
に
な
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た

大
き
な
戦
争
で
、
多
く
の
命
が
奪
わ
れ

た
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。来

る
べ
き
21
世
紀
。
皆
様
に
と
っ

て
、
そ
し
て
全
地
球
に
と
っ
て
良
き
時

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。(

鳴
沢
真
也)




